






































































































































































































































































































































































































































































































































































































Lahiri, J. (2015/2015) : In Altere Parole. Guanda. [中嶋浩郎訳：別の言葉で．新
潮クレストブックス]．
村上春樹(1979/2004)：風の歌を聴け．講談社文庫．
村上春樹(1994-1995)：ねじまき鳥クロニクル第 1巻・第 2巻・第 3巻．新潮社．
村上春樹(1997/1999)：アンダーグラウンド．講談社文庫．
村上春樹(1998/2001)：underground2約束された場所で．文春文庫．







村上春樹(2005/2010)：The believer book of writers talking to writers, Believer
books, a division of MacSweeneyʼs. [文藝春秋編集部翻訳：小説家にとって必
村上春樹の創作過程についての覚書(4)
167
要なものは個別の意見ではなく，その意見がしっかり拠って立つことのでき
る，個人的作話システムなのです．⽝夢を見るために毎朝僕は目覚めるので
す 村上春樹インタビュー集1997-2009⽞所収．文藝春秋．361-377．]
村上春樹(2007/2010)：走ることについて語るときに僕の語ること．文春文庫．
村上春樹(2010)：村上春樹ロングインタビュー.⽝考える人⽞No.33．新潮社
20-100．
村上春樹(2011)：血肉のある言葉を求めて.⽝村上春樹 雑文集⽞所収．新潮社．
219-221．
村上春樹(2013)：魂のいちばん深いところᴷ河合隼雄先生の思い出．⽝考える人⽞
No.45．新潮社．102-106．
村上春樹(2015)：自伝的エッセイ 村上春樹⽝職業としての小説家⽞．スイッチ
・パブリッシング．
坂部 恵(1983/2000)：⽛ふれる⽜ことについてのノートᴷ文化の活性化をめぐっ
て．⽛ふれる⽜ことの哲学ᴷ人称的世界とその根底．岩波書店．3-47．
多和田葉子(2012)：母語の外へ出る旅 エクソフォニー．岩波現代文庫．
村上春樹(1990)：自作を語る 台所のテーブルから生まれた小説．村上春樹全作
品集1979-1989①．講談社．
村上春樹(1990)：自作を語る 新しい出発．村上春樹全作品集1979-1989②．講
談社
村上春樹(1990)：自作を語る 新たなる胎動．村上春樹全作品集1979-1989⑧．
講談社
山 愛美(2003)：言葉の深みへᴷ心理臨床の言葉についての一考察．誠信書房．
付記：本研究は京都学園大学の奨励研究助成を受けている。
168
